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對
し
た
同
様
、
新
市
域
に
對
す
る
中
心
的
機
能
を
示
し
て
ゐ
，る
？

以

忐

の
'項
に
示
し
た
問
題
に
對
し
て
は
、
未
だ
ー
應
の
暗
示
的
解

.
釋
を
下
し
た
の
み
で
、
更
に
檢
討
し
て
見
る
必
要
の
あ
る
は
明 

か
で
あ.
る
。
な
ほ
論
ず
可.
ぎ
間
題
は
多
い
が
本
稿
の
序
說
的
性
質
忆
從
つ
て
、
此
の
程
度
に
止
め
る
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本
稿
は
大
都
市
郊
外
硏
究Q

I

と
しP

肇

し

た

。
故
に
、
なS

し
く
論
じ
檢
討
し
調
竽T

f
Q

に
就5

て
不
も
鑿
-
下 

.
■注
意
、
不
明
確
の
點
が
あ
る
を
免
れ
な
い
。
殊
に
本
稿
で

.
は.
文
士
興
の
他Q

囘

想

記

'
や

小

說

作

品

等

を

材

料

と

し

て

取

及

つ

一

た

:
°
小
說 

興
の
他
が
都
市
社#
學
上
の
#
ヵ
な
資
料
と
な
る
の
は
旣
に
認
め
ら
れ
て
ゐ
‘る
。
此
の
意
味
で
、

「

若
干
0
疑
观
は
:̂

ら
.ぅ
於y
'

B
^
、 

漱
石
、#

焉

'7;
尤
郞
，
：摔
雲‘'.
晓
爾
の
諸_

の
作
品
^

つ
:̂

そ
>
:

^

货
程
眞
實
で
が
る
か
檢
时
す
る
必
.
要
が
あ
る
：

o
.

し
か
し
V
今
囘
利
用
し
た
も
の
、
內
、
明
治f

:は
欠
正
年
間
に
關
す
る
も
の
で
は
>

大
體
§!
^
自
^
の
見
聞
に
ふ
れ
る
所
も
少
く
な
い0.
此
ー
の.
點
で
は
此
較
的
に
安
心
し
て
利
用
す1
事
が
出
來
^:.
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な
ほ
上
ぐ
可
き
：資
料
で
缺
い
た
も
の#
少
く
な
い
。
例
べ
ば
往
宅
難
史
に
就
い
て
も
當
然
檢
时
す
る
必
要

.
が
あ
り
、
交
圈
機
關
其
の 

他.
の
資
料.
を
求
め
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た0'
唯

、
ッ

其

の

餘

裕

於

無

か

つ

た

の

ぞ

本

稿

0
序
1
的

性

質
<?
:.
に
碁
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'

其
等
は
別
0
機
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に
讓
り
度
いi

思
ふo
v
:
z
f
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所
以
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あ
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四
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稿
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地
理
的
環
獾
は
自
然
環
境̂
文
化.(

或

は
.
ft
會)

：
環
境
と
扒
ら
成
る
。
.
前
者
は
經
濟
艰
象
を
圍
繞
す
る
外
界
の
自
然
で
あ
り
、
齋
著

は
社
#
坐
活
の
所
產
に
し
て
特
«
の經

濟

現

難

名

と

り

環

境

,

る

性

質

:>
'
持
つ
も

の

，
で

ある
。
地
理
的
環®
が
何
彼
-?
:
の

0

^

0

0

さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
、
ま
た
自
然
環
境■
察
は
如
何
な
名
手
續
き
の-F
に
：行
は
る
ベ
き
か
に
就
い
て
は
、
不
十
分
乍
ら
旣
に
本
誌
上
に

識
い
た
と
こ
ろ.
で
あ
る
O
X
澈

三

.十

卷

第

VI:.

號

所

載W
 

同

第

九

號

所

載

「

經

濟

地

.理

學

に

於

け
る
自
然
環
境
觀
察
の
意
_

及
び
手
續
き
に
就
い
て

」

參
照)

そ
こ
で
順
序
と
し
て
次
に
文
化
環
境
觀
察
の
手
續
き
を
考
察
せ
ね
ば
な

ら.
な
い
"
然
し
乍
ち
以.
下
述
ぶ
る
と
こ
ろ
に
依
つ
て
明
か
な
る
が
如
く
、
文
化
環
境
の
分
析
は
至
難
，な
仕
，事
で
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あ
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底
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な
る
筆
者
が
こ
れ
を
な
し
轉
る
と
恐
は
な
い
。
そ
れ
に
も
-^
ら
ず
敢
へ
て
こ
、
に
揭
げ
る
理
出
は
、

一
に
讀
请
諸
賢
の
示
敎
を
俟
つ
て 

筆
者
の
蒙
を
開
か
ん
と
す
る
爲
め
に
他
な
ち
な
い
。'
 . 

. 

,

'

ぐ
^̂
^
 

^

.經
濟
地
观
學
に
於
け
る
文
化
環
境
觀
察
の
手
續
き
に
就
ぃ
て

 

六
九

(

六
5

5



、

經
濟
地
理
舉
に
於
け
る
文
化
環
掠
觀
察
の
手
續
き
に
就
い
て

 

S
 

* 

(

六_

o. 
p 
I

f
,

及
び
，

F
r-A

rca
rlsQ

n
.

は
そ
！ 

The  Ig
ra

p
b

ic  
b
l 
of 
|

身 N
ew

 York,  

I
P 

に

■

謂

f

馳

f

f
の
■
係
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論

謹^
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に
、

「
文
化
的
諸
要
素

」

を
認
め
て.
居
る
。
即
ち
人
口•人
■•
民
族
の
分
布
狀
態
は
一
.
人
或
は 

人
間
の
作.
つ
龙
遝
河:;
:

&
道
«
梁.
地

下

證

昼
#

市.
政.
治
的
境
界
等
の
分
布
狀
態
|
、
、
同|
^

例_

「

强
_

入

應

近

憐

に

著

こ:̂ ,

^

:
爲

へ.
ね

ば

な

ら

す

办

戰

す

る

力

或

は

貢

翁

蕩

げ

ま*:
或

着

り

好

.ま

し

か

ち

f

乃

至

は

達

困

難

な

る

地

域

に

移

住 

し

て

隸

髮
I

f

連
f

避

け

る

か

苫

要
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f
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入
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人
間
の
作
つ
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1
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へ
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居
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は
、
政
治
的
空
間
•
社
會 

獲

•
交
通
事
業
を‘
地
形•
，

水
系•
氣

候

畲

物

•
地

下

讓

物

等

と

共

逢
雪

し

て

取

上

げ
^
^

文
化
環
境
の
駕
諸
要
素一.

般
S

い
て.
特

に

考

察

を

行

：つ

て

居

な

^

に
於
いH

•
機
械
及
び
動
力I

明
•
交

通

機

關

の

震
•
資
本
を$

化
環
象」

を
構
成
す
る
麗
素
一
般
に
就
い
て
、
特
に
考
察
を
加

y
ら
れ
て
替
な(o

 

こ

れ

等

諸

家

に

依

盖

化

曼

塗

素

と
.
し
.て
擧
妒
ら
势
居
るも
'の
：故

認
め
る
こ
と
：が
出
來
るo.
然
し
乍
ら
：吾
.々
が

こ

れ

等

を

文

化

環

境

の

諸

.要 

' 

な
る
要
素
か
ら
如
何
に
構
成
さ
れ
：て
居
る
か
を
先
づ
明
か
に
せ
ね
ぼ
な
ら

.
な.
v>
o
..
'
': 

h

■'
度
々
繰
返
し
た
通
り
文
化
環
境
-<
!:
は
、
特
定
の
經
濟
現
象
を
取
0
圍
む
地«
的
環
境
の
，ぅ
ち
人
間
生
活
の
所
產
た
る
部
分
で
ぁ
る

0

^

言
す
れ
ば
特
定
の
：經
濟
規
象
の
地
域
的
分
布
を
決
定
す

.
る
諸
要
因
の
：ぅ
ち
、
；前
掲
0
諸
家
が
擧
げ
て
居
る
や
ぅ
な
諸
種
50
人

間

生

活_

-
- 

...... 

• 

‘ 
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.

の
所
產
で
あ
：る0
從
つ
て
或
る
經
濟
現
象
に
と
：つ
て
特
に

-
重
耍.
な
意_

を
持
：つ
镦
境
奥
素
と
し
セ
考
べ
：

&
れ
る
覓0
が
、
他
の
經
傭
現 

.
象
に
と
つ
：：て
は
さ
程
重
要
な
關
係
を
持
た
ぬ
場
合
も
あ
る
だ
ら
ぅ
し
、

',:特
定
0

..

..

..

..
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- 

.
 
-

す
場
合も

.#

る
。
人
口•
交
通
機
關
：
•
資

本

：
の

分

布

の

如

き

は

.、
す

べ

专

特
定
の
經
濟
規
象
に
と
つ
て
のM
要
な
環
境
宴
素
が
こ
れ
等
.
の
^
に.
限
ら
ぬ
；こ̂

ば
明
か
セ
あ
る0
す
べ
て
6
:社
會
現
象
は
直
接
或
は 

.,

間

接

，に

關

聯

し

合

つ

て

：房

る

の

だ

か

&
、
'特
定
の
經
濟
現
象
の
地
域
的
分
布
決
定
に
關
係
す
态
要
因
即
ち
環
境
要
素
冬
、
殆
ど
無
數
と
：

‘ 

ニ 
1

1

1

1

。'.
パ
：.

ニ，
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f

さ
セ
地
理
學
は
諸
地
域
間
に
於
け

^

社
會
猶
象
ル
差
異
に
搜
目
ず
る
こ
と
か
ら
出
擎
ー
る
ャ
從

^

間
の
比
較
が
必
然
的
：

.
に
符
；は
れ
る(7
)
で
あ
つ
て
、
务
地
域
に
於
け
.る
社
會
現
象
の
時
々
刻
々
の
變
化
を
取
扱
ふ
も
の
で
な
ズ
ゥ
车
均
的 

.

..
な
乃
至«
恒
常
的
な
：狀
態
是€>
み
取
扱
ふ
こ
と
に
な
る
。
變

化

.
動
搖
に
し
、て
も
そ
れ
が
平
均
し
た
狀
讓
は

1
定
し.
た

傾

向

を

指

示• 

.
す
る
場
合
に
の
.
み
娘
趿
位
れ
る;0i

斯
く
し.
て
經
濟
地
理
的
硏
究
に
於
い
て

.
も
、
そ
，の
.
取
^
4
經
濟
現
象
が
斯
か
る
範
圍
內
:̂

限
定
さ
れ 

.

'る
？.
掏

べ

：
ば

農

產

額

は

氣

象

そ

0
他
の
變
化
に
應
じ
て
年
々
相

_

ず
る
^
七

馨

通.
で
あ
る.
し.
、
：
輸̂

入
^
に
就
い
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踯
濟
地
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：學
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け
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史
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を
生
ず
る
こ
と
I

通
で
I

が
、
'こ
れ
等
の
年
々
の•相
違
は
、そ
れ
が
農
産
額
或
は
輸
出
入
額
の
：增
大
或
は
減
少
の
傾
向
を 

指
示
す
る
場
合
か
、.或
.は
ま
た
各
地
域
間
に
就
.い
1

る
獲
の
幅
或
.は
頻
度
を
比
較
す
暴
合
に
の
み
、
問
題̂̂
^̂̂

て

文

化

讓

議

た

るY
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I

亦
、
平
均
狀
態
或
は
恒
常
的
なi

於.
い
て
霧
さ
れ
る
o
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し
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に
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叢
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現
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け.
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米
作
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;
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摄
境
耍
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で

.
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。
：
：
全
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に

於

け

：
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平

均

的

な

米

作

技

術

乃

至

は

せ
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關

東
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九
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.廣

範

圍

の

：
地

區

に

：

於

げ

；
る

平

均

_

技

術

が

環

境

粟

素

と

.な

ゐ
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脑
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農
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に
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け
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術
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；
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^
し

，て
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關

聯

を

持
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要

す
.

I
人

間

生
_

の

所

鹿

の

ラ

ち

.で

固

定

的

饕

平

掏

的

狀

態

に

於

.

s

て

考

察

さ

れ

る

場

合

に
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»

そ

：れ

等

は

そ:0
-
特

定

の

經

濟

現

象

に

と

つ
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の
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化
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す
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要
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文
化
環
境
0_

成
セ
そ
の
分
析..

,
丫:#
定

の

馨

現

廉

に

—

す

る

揉-^
環

澳

の

諸

粟

素

，
が

加

制

-|
?1
多
激
冽
霉
さ
れ
、̂
れ
等
と
そ
の
經
濟
現
象
と
の
關
係
が
脑
々
忙
考
究

^̂
^̂
 

さ
れ
た
セ
し
セ
ネ
.
諸
要
^
^
互
：間0
比

舷

納

重

奥

性

從

づ

ヤ

：
ま

_
た_

等
相
$
間
0
關
喺
が
明
か
に
さ
れ
ぬ
眼
り
、
經
濟
現
象

.
の
地： 

身
的
分
布
哀
對
す
る
說
明
飧
、
；

.
極
め
次
不
十
汾
で
：

.
し.
咖
4
::
0
得
:̂
い
'0
義

-̂
:特
定
;0
經
濟
現
象
と
そ4
に
對
す
名
侗
々
の
環
^
要
素
と 

•
の
關
聯
が
明
か
に
さ
れ
た
-'
1
.

」

し
，て̂

、.
居
體
ぞ
ル
ズ
の
文
化
環
境

.
と
0
關
聯
は
全
く
不
明
だ
か
ら
で
あ
る
。

:

;

.

.
:と

ネ

: 6
^

文

也

環

境

澈

要

' *
間

：の

如

較

的*

要

猶

及

び

湘

1

输

係

は

，
_

々

务

場

合

め

事

- *
關

係

：を

明

か

に

^

て

始

め

て

こ

れ

を

確
 

知

し

得

る

こ

と

凇

异

ホ

ま

で

名

な

い

。

然

し

乍

ら

他

方

杷

於

い

て
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.文

化

環

境
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要
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摩
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^
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華
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の
體
制
を
な
し
て
居
る
。
從
つ
て
そ

Q

人
間
I

所
產
で
あ
る
諸
種i

物
や
S

制
度
は
、
.
含

と

し

て

や

は

り【

定
の
體
制

m

r

i r
i

で
あ
り
相
互
に
關
聯
な
く
單I.

存
し
て
居
る
に
過
ぎ
ぬ
も

q

で
は
な
い
。
こ
れ
等Q
i

は
：、

相

聶

關

聯

を
 

i 

を
な
し
てt

。
從
つ
て

-

^

1

i.

を
考
へ
る
i

f

。
而

し

て

個

逢

濟

現

象

にf

l

f
 
i

f

、
，I

I

的

響
 

、
ち
つ
、|

合
し
て
個
々
の
經
濟
現
象
に
對
すI

境

を「

鞲
成」

し
て.
居
る
の
だ
が
、
こ
の
後
者
の
構
成
は
前S

構
成
を
基
底 

參

f

の
.
で

あ

つ

て

根

本

が

に

は

前

者

の

そ

れ

に

從

ふ

の

であ

る

。

例

へ

.
ば

日

本

の

_工
業
と
議
と
は
、
.夫
々
の
自
然
環
境
及
び

i

靈

擊

る

文
1

1

1

1

、
日

I

靈

全

4

經
|

社
會
諸I

考
l

i

出
來
る
。
さ
て
エf
 i

 

を
-.

一
て
居
f

農
業
に
名
て
の
瑗
境
囊
と
し
て
は
フ
そ̂̂̂

I

f

觀
f

1

共
に
、

一'
|

|

_
現
象
S

I

I總
和
I

 

れ
f

れ
等
I
I

觀
察
は.
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孰
れ
1
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こ
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當
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I
ff

れ
S

I

着

—

諸
要
I

間
I

f

l

f

較
的
1

1

:

か̂
^
^
^

.の
分
布
秦
の
翻
々
：
0
谶
境
要
素
を
相
其
忙
無
關
货
祀
觀
察
す
る
穴
け
で
，锋
特
定
經
濟

.現
象
嚴
域
的
分
布
昼
し
：い
說
明
を
與
へ
る 

こ
と
：.が
結
.局
不
可
能
で
あ
る
が
、
諸
要
素
間
の
，相
互
的
關
聯
從

-0
て
ま
た
そ
の
比
較
的
；重
要
性
を
明
か
に

す

る

こ
と
に
依
つ
て
、
こ
れ 

が
可
能
と
な
る
。.例
.へ
ば
日
本
に

H

業
原
料
ロ
 

|の
«
出
が
少
'1
(
>ゅ
*
ら̂
ず
エ
業
の
爽̂

も

»:劣
勢

な

原

料

品

產

業

：と

^
ふ
：環
境
要
素
ょ
り
も
、
：：他
の
何
等
か
の
：要
漆
例
へ

(

ば
蓄
積
さ
れ
た
資
本*
囊

し

た

技

術

*
©
接

す

る

市 

場
*
等
の
作
用
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强
カ
だ
づ
た̂'
見

る

：こ
：と

：
に

依
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七
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が
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；
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摄
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め
所
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ち
な
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だ
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芡
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成
も
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會
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活
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耩
成
に
準
ず
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で
な
け
れ
ば
な‘
ぬ
0:
;即

龙
社
會
生
活
に..於
甘
る
；蕋
本
的
部
分
に
關
す
る
諸
事
實
に
し
て
環
境 

要
素
と
な_
る
も
：の'が
彳
同
檬
に
辕
境0_

成.
に
於
卜
て
.̂

'
霖
本
的
部
分
を
古
め
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會

：
纸
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す
る
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質
的
銮
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に
關
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濟
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經
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に
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す
：る
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事
實
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て
環
境
要
素
た
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
次
に
社
會
生
活
の
行
は
れ
る
所
に
は
、
必
中
歡
會
集
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對

す

る

鉍

治
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；
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極
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¥
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で
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と
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の
經
濟
生
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必
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に依
つ
て
規
制
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れ
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れ
に
；

も
拘
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ず
政
治
活
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干
の
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定
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備
ふ
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至
ち
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£經

濟
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活
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影
響
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る
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。
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す
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環
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す
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け

る

文
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環

. 境

要
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總

_

即 :

ち

ヤ ン

地

域

竦

國

( D

經

濟

m

態

及

び
政

治

そ し

の

他

經

濟

外

の

諸

方

m

K

わ

た

る

觀

ら
も
ン
何
ど
な
れ
ぼ
特
定
：の
經
濟
瑰
象
に

*

す.
灰
文
：化

環

境0
歡

敗

凼

、
そ0.
地
域
办.
文
讓
瓛
境
虱
素
の
.
總
和
が
持.
：
つ

構

成

：
に

成

つ

.
て. 

蕋
礎
づ
、
£

ら
れ
：で
唐
り>
へ
大
小
諸
胍
の
地
辕
叹
ぅ
友
で
は
：

_

わ
议
0
ポ_

ま
れ.
だ,

域
が
最
も
基
本
敗
於
意
義
を
持
<>

.

れ
等
の
觀
察
を
阼
せ
行
ふ
こ
と
ね
依
っ
七

.

：
>

焖
¥

の
經
濟
現
象
に
：對
1-
:

^

文
化
瑗
境
を11£

し
'ぐ
把
握
ずる
と
と
が
出
来
；る
か
ら
で
：ぁ
‘る
'.
0

椒
装
の
啟
澈
現
象
ぞ
齓
緣
1>
'
て
%:
の»

1

分
#

を
決
定
ず'る
文
化
瓌
壤
諸
婴
素0:
:

护
ぢ
«:
濟
生
活̂

::的
：な»

義
を
持.
つ
，
然
ら
ば
經
濟
：坐
殷
に
關
：す
态
諸
事
象
办
を
ち
：如
何
な
：を
も
や
於
文
低
環
墩

.
^

.
@

の
机
ぐ
蔣
千
の
_

定
懷
ヒ
有
ず
：る
'も
0,
は

ず
^

て
：環

境

ー

要

素

ト

故

り

：得

：
る

0;
例
^

地
域̂
.
:

啟
け
：を#

產
業
：
(/
>

分
布
狀
態
职
ぢ
そ
0

地
域
0

»

業
構§

環
境
0

一
 

部
と
なk

得
る
。
然
し^

ら

そ

れ

證

數Q'

經
濟
生
活 

:

關
係
の
：諸#
»

の̂;

ち
で
恐
が
ぐ
最
も
重
要
な
意
義
ぢ
持
<>
環
境
要
素
は'»
'.
-

 ̂

.

~

,
.
で
地
：域
ひ
鱭
觀
於
或
る
水
準
に
全
：ぐ
固
宠
す
る

.
こ.
と
は.
ぁ
り
得
ず
、
ニ.
般
に
ょ
り
高
い
水
準
へ
昇
る
運

.
動
欹
續
呔
て
磨̂

0

_

の̂:-

め
に
ょ
り_

が
水»

に.
落
ち
る
場
合
も
ぁ
る
の
だ
‘

が
、
そ
れ
に
も
枸
ら
ず
或
る
水
準
如
ら
ょ

"

* :
:

パ
水
準
へ
が
移
行
も
ブ
^̂

攸
に
：徐
々
と̂
て
：忭
ば
_

長
赃
間
务_

と
す
る
。
從
つ
て
そ
の
間
比
實
際
上
固
定
的
な
性
質
免
持
つ
れ
ゼ
ぁ
が
。
，而

1<
で
こ 

.

:

■,

如
何
ば"
翁
と
^

て
資
本
の
敫
衡
集
中
の
程
度
及
び
技
銜
進
步
の
程
度
に
依
つ
て
示
さ
れ
る
が
士
れ
兩
替
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囊

地
i
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學
於
げ：

委

化

環

境

奮

$
續
—

^̂

I

f

.

し
，

：
そ
i

諸,

：し
1

低
水
準
I

る
地
域
I

I

な
！

叢

に

置_

,

わ
：へ

菜

産

業

：

I

、
^

_

'̂
|

證

f

 l

i

資
本
i

f

l

依
I

產

参

^

:

I

I

 

囊

 
I

l

f

 

劣 
l

i

i

i

l

f

 
I

 後 

く

し

害
i

量

l

l

l

l

l

l

l

if

_

國
i

:

l

l
s

l

.

げ
I

，
誉

■

I

I

 

議

^

^

L

l l
l l
I !
l l

:

! i_

^

^

^

^

P

準
に
f

る
|

|

、
同
時
|

|

|

|

基

^

i
f
環

業
に
と
っ
て
は
、
そ
の
商
品
の
取
引
所
そ
め
他
の
機
關
の
分
布
狀
態
が
、
重
要
な
關
聯
を
持
づ
で
あ
ら
ぅ
。
但
し
と
れ
等
は
個
タ
の
經 

濟
現
象
分
布.の
原
因.
と
し
'て
作
用
す
：る
と
同
時
に
、
' そQ

.

結
果
と
し
て
變
化
す
る
こ
と
も
比
較
的
に
容
易
で
あ
る

P
換
言
す
れ
ば
環
境 

要
素
と
し
て
固
定
性
が
此
較
的
に
少
い
の
で
あ
る
が
、

^
れ
に
も
拘
ら
噴
環
機̂

訊̂
を
權
成
し
得
る
こ
と
は
^
ひ

な

で」
:.

第
三
に
經
濟
生
活
に
關
す
る
瑗
境
要
素
と
し
て
重
嬰
な
：る
も
の

.

.

ば
、
他
地
域t

の
經
濟
關
係
で
あ
る
。
現
代
の
經
濟
坐
活
は

1

國
«- 

一
大
陸
の
如
き
職
圍
ひ
地
域
に
し
て
も
、
或

は

|

ヶ
村
©

如
き
小
地«

に
し
て
も
、
す
ぺ
て
他
の
地
域
と
の
關
聯
に
於
い
て
そ
：の
.經 

濟
坐
活
を
營
ん
で
居
る
.

，こ
と
は
ー2\ふ
ま
で
も
な
.

い
。
而
し
で
こ
の
地
域
間
の
經
濟
關
係
は
，
相
當
大
な
る
程
度
の
固
定
性
を
持
ち
、
謂 

は̂

1

地
域
の
；經
濟
鞲
造
の
中
：に
編
み
込
ま
れ
て
居
る
。
':而
し
て
地
域
間
の
經
濟
關
係
は
先
づ
商
品
取
引
及
び
資
本
貸
借
の
關
係
と
し 

て
現
れ
る
於
，
例
へ
ば
日
本
の
養
蠶
業
の
如
き
、
最
近
に
綿
織
物
ぬ
そ

.

の
位
地
の
讓
る
ま
.

で
數
十
年
：の
間
、

'

生
糸
が
最
主
要
輸
出
品
.と 

し
セ
米
國
そ
办
他
の
.

市
場
に
多*-
に
輸
出
さ
れ
て1
^

が
故
に
、
：
農
村
0

重
要
產
業̂

な
.つ
て
居
た
の
で
あ
一
る
ヰ
斯
ぐ
の
如
き
關
係
は 

輸
出
入
品
產
業
：の
み
に
止
ま
ら
な
い

P

輸

S

入
品
に
關
せ
ざ
る
他
の

福
#
:

に
し
て
も
す
べ
て
間
接
に
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
明
か
で
あ 

る
。
：尤%,

生
糸
の
輸
出
市
場
.

は
過
去
に
於
け
る
官
民
の
大
な

.

各
努
力
に
依A

て
開
發
さ
れ
た'̂:'

の
に
相
違
が
い
が
>
.
そ
れ
に
も
拘
ら
少 

そ
れ
が
確
立
さ
れ
た
後
は
、
明
か

‘

環
境
：要
素
と
し
：て
作
用
し
、
：
歐
米

A-
;

の.
»

に
對
す
る
嗜
好
の
增
加
が
、
日
本
*
*
業
の
一
勝
の
發 

展
を
伲̂;

た
。
へ
從
っ
て
最
近
に
於
か
る
坐
糸
輸
出
市
場
の
漸
減
傾
向
ば

->
農
村
經
濟
に
と
っ
て
重
大
な
る
變
化
を
坐
ぜ
し
め
ざ
る
を
得

な
い
。
，
こ
れ
と
间
樣
な
場
合
を
ブ
八
八
〇
华
代
の
丁
抹
農
村
に
見
出
ず

2:
と
が
出
來
る
。

〈

即
ち
そ
の
_

に
新
世
界
か
ら
の
廉
價
な
る
小

■

 .
 

.

.

.

.
 

.

;■
■.

.

.

.

.

.

麥
の
流
入
忆
俄
っ
て* 
丁
抹
小
麥
の
輸
出
市
場
が
全
く
奪
は
れ
て
し
ま
づ
だ
爲
め
に
、

:,-
同
國
農
業
は一
時
大
な
る
窮
狀
に
陷
ら
ざ
る
を 

級
濟
撒
理
學1C
於
が
る
文.化
瑗
境
觀
察
の
手
續
き
に
騍
ぃ
て

.

.

.

:

•
,

モ
九.

ヱ
ハ3
5



m

濟
地

Bl
擧

K

於、
け

る

文
化

璜

境
鹳

察
.の .へ

手

續
含
に

就
い

. て : ..

i
d

.

多 

V
 rv

 
. 

• 

: 

L 

)

 ̂

「
p
r

 S
T

,

得
な
力_

)

そ
の
結
果
現
在
の
f

畜
產
業
國
に
.

轉
じ
た
が
で
あ
る
。
：

.

資
本
■

借_

係
匕
し
て
も
，
貸
付
側
及
び
像
人
则
の
也

l

i

l

o

l

■

■

際
經
濟
關
係
の
著
し
ぃ
1

クI

と

す

る

自

雷,

1

で
ぁ
る
。

J.,

響
は
極
め
て
.

大
き
い
。
即I

れ
等
S

S

間
に
於
け
る
貿
易
及
S

本

輸

出

入

裳

_

れ
る
I

が

習
I

の

^

下
i

た

羞

明
I

る
。
，
而
しI

 

は

屢
i

^

l

た
i

、.

s

i

な
固
定
性I

し
、

I

I

I

霞
^

'

:

.

:

•

.

四

.'•政
治
生
活
に
關
す
る
諸
要
素
：
く

：. 

く

ゼ
^
 ̂

' 

、

p

l

l

l

l

l

廣
義
i

l

活
f

f

。

'
而
し
てi

i

歷

活

學

1

境
諸i

l

l

_

意
I

持

つ

各

ぼ‘

：恐
らi

l

 

I

境
#

は

I

つ
の
地
域
を
區
割し
*
殊
に
國
壞
は
經
牌
生
活
に
於
い
て

.

も.
：

一

應
の
境
界
を
割
す
る
。
；
從
つ
て
そ
れ
が
廣
大
な國
土
の
周
圓 

に
引
か
れ
で
居
.

る
場
合.
と
狹
少
，な
.國
土
を
圍
込
む
場
合
と
で

は

、

そ
の
國
內.
：の
經
濟
に
著.
し.
い
差
異.
を
生
ぜ
：し
め
る
。
抓

へ
ば面
積

の

 

.
大
な
る
國
は
、
小
な
る
國
に
比
し
て
多
種
多
量
の
資
源
を
持
つ
參
合
が
多
ぐ
、
：
從
つ
て
そ
の
經
濟
的
發
展
と
共
.に
比
較
的
に
均
盤
の
と 

れ̂

!

濟
構
造
が
坐
じ
得
る
に
反
し
て
、
小
面
積
：

の
，國
ば
經
濟的
發
展
が
高
度
ぼ
達
す
あ
に
從
つ
て
益
次
侷
つ
た
經
濟
構
造
を
と
る
や 

ぅ
に
な
る
。
前
者
の
例
が
米
國
で
あ
り
後
者
の
例
が
英
國

'

で
あ
る
。
國
.樹
は.ま
た
首
都
や
國
防
機
關
の
配
置
を
決
定
す
る
：重
要
な
要
因 

と

な

り
fe
つ
て
間
接
に
國
內
經
濟
現
象
の
殳

^

に
少
か
ら
ざ
る
.

影
響
を
及
ぼ
ず
。
,
一'
國
內
：に
於
け
る
都
市
そ
の
他
の
政
治
的
境

界

は

、 

瑗
境
要
素
と
レ
て
：の
@:

要
性
が
國
境
.に
比
し
で
遙
加
に
小
さ

い
。
然
し
乍
ら
や
は
り
環
樣
.要
素
た
る
性
質
を

^
ち
得
る
こ
と
に
變
り
は 

f

,

地
方
自
治
權
の
比
較
的
に
大
き
い
來
國

.0

諸
州
境
界
の
如
き
に
於
い
て
殊

.

に
然
り
で
あ
る:-0
M

、へ
ば
會
社
に
關す
る
法
混
の
緩 

や
か
な
る
若
千0'

州
忙
多
數&

會
社
：が
：設
立
さ
れ
、
：税
率
の
賴
違
が

.

备
州
間
の
產
業
分
歌
に
影
響
を
與
：へ
セ
：居
る

0

.

•

.

こ
の
最
後
の
場
合
は*
と
り
も
直
さ
ず
各
州
政
府
が
異
な
つ
：た
產
業
助
長
政
策
を
と
：る

.
結
果
で
あ.
る
0
.而
し
て
國
際
間
の
經
濟
現
象 

分
布
に
對
し
て
も"
國
家
办
產
翁
保
護
或
は
披
興
政
策
が
重
大
な
關
聯
を
持

..つ
こ.
と
ゆ
宏
ふ
ま.
で
も
な
い<

‘

當
局
が
と
る
產
業
の
保
餹
乃
'至
：は
振
興
政
衆
が
經
濟
琪
象
分
布
に
對
ず
吝
重
要
な
環
境
要
素
の
、

r

つ

とな：：

る
A 
^

猶
»

金

裏

附

と

か

は1.

斯
が
る
性
質
を
持
つ
.

も
、
f

 
#:

へ'
て
3:.

:

か
ら
：ぅ0

然
し
乍
ら
：政
府
の
產
業
政
策
は
、
環
境
要
素
と
し
て
は
比 

較
的
に.
固
定
性
か̂

弱
：で
が̂-
、
び
じ
ろ_
_

.

現
象
分
布.
の
結
果
と
し
，

.

て.
見
ら
る
べ
き
部
分
も
#..

い
の
で
あ
る
。
從
つ
て
そ
の
重
要
性 

-

は
、
政

治

的

境

缓

は
_

ぬ
述_

諸
要
：變

：比¥
'、
比
較
的
に
积

, 

:
—

濟
地
#
學
亡
於
け
妻
也
環
擁
觀.察
の
、靜

き

ゆ

就
^;
て

'■
八j

一

(

六
四
五)



^
 

^

■

經
濟
地
理
學̂

於

け

基

化

環

癉

觀

寰

手

學

翁”̂

^

^

^

.

八^

(

六
四
六)  

，、
さ
て
f

&

l

安
の
維
持
及
び
國i
l
l

眼

と

し

：

て
、
：：；

政
I

如

、

;
一
地'域
■

經
濟
現
意
布
に
库
大
象
歡
を
勝
へ
る
郎
翁
安
垆
十
分
に
維
掩
さ
れ
て
居
■
い
場
合
に
は
、
そ0;
地.
或
の
輕
：
 

.

濟
的
發
展
が
阻
碍
さ'れ
る
か
J

つ
T;
、
例
へ
I

那
經
濟
が
近
看
で
停
頓
萎
縮
し
づ
 

つ
た
こ
と
ば
、
內
亂<D
繼

續

及

び

廣 

の
麻
黎
鐘
ぐ
，とI
I

め
S

き.
い
。
凝
_

、5
_

防
^̂
 

戰

費
I
I
I

:

に
人
民
は
苛
酷I

金
ど
勞
鳘
課
せ
ら
れ
、
し
：か
も
外
國
資
本
は

V
'

斯
如
る
內
亂
&

へI

易
I

下
さ
れ
な 

レ
グ
で
ぁ
る
：
力
ふ
る
に
近
世
の
吏
那
が
英
■
.
.
の
秦
と
戰
つ
て
常
に
敗
北
を
蒙
.？

观
碍
す
る
；と|

实

き

い.
。.
他
方
に
於
い
て.
.
國
防
及
：び

歡

纖.
の
'目

的

隹
0:
'
や

^̂
^̂

も

寺.
、_

防
|

化
は
軍
蒙
業
を
刺
戟
しr

延

い

を 

.

i 

第
盟
比
以
上
篇
ベ
た
政
治
的
境
界•
經
濟
政
策
•國
防
及
び
治
免
，
•.
等.
の
政
治
坐
活
上
の
諸
事
實
に
關
要
る
諸
種
の
有
形
的
施 

設
例
'
 

へ
ば
政
廳*
隊
•
等
め.
墓

が

、
.

：

―
--
.
地

域

の

經

濟

現

象

分

布

に

と

つ

て

a
填

の

、
一
一
部
卜
構
敗

.J

タ：

齋
：に
龙
國
の
中
先
政
府
腺
笑 

地
や
I

模
な
軍
隊
駐
屯
地
ぼ
、
•
多
敷
の
消
費
人
口
を
持

.
つ
こ
I

俅
つ
て
'
 
_

0

牌
業
を
始.
め
：占
し
セ
氚
地
吖
な
エ
業
及
び
食
叱
.

品
產
業

! ^
を
分
布
せ
し1

而
し
て~
こ
れ
等
の
所f

l

■

し
で
交
通
機
關
が
懿
さ
れ
る
か
ら
、

)

更
に
：そ
の
.滞
線
の
產
業
も

刺
戟
す
^
こ.
と.
に
な
る
？ 

-  
,

-.
く
，
.：'
 

': :
■

: 

.
 

■
■•
:
’
 

し

.
^
冗
に
政
治
坐̂

に
關
す.
る
環
境
諸
要
素
中
の©

1

も.
の
と
し
て
、
他
地'域
と
の.
政
治
關
係
に
屬
ず
る
も
の
.

&
擧
げ
ね
ば
な
ら̂: 

一.
地
域
は
そ
れ
自
體
の
經
濟|

参

全
I

し
t

f

‘
r
た
他
地
f

.

」

に
_

す
る
-;.
9:佛
蘭
西
が
獨
逸
に
備.へ
：て
ソ
聯
邦
と
同
如
し
チ-

ッ
コ.
ス
口
；ザ
ァ
キ
ア
と
親f

關
係
を
結
ん
で
居
る
の
は
.
遼

.し
て 

前

者

の

場

合

：に

醤

も

、
へ
：
諸

列

强

毒

の

隻

地

と

：の

關

係

は

概

ね

後

者

.
の

馨

：に

相

當

.
す

る

：
OV
ま

た

日

本̂:
支

馨

覆：

の

如

意

は 

.■
'
ヒ

れ

等

兩

者

：の

場

合

を

咆

<

し̂
^

居

る0:
她

方

に

：於

い

：て

政

治

的

杧

結

合

す

名

0
*
ば
&

ぐ

ノ

對

立
.
す
る
關
係
も
あ
名̂

，
.
で
も
，な
い
。
獨.逸
と
佛
蘭
西
と
の
關.係
を
始
め
、
章
か.
る
對
立
關
係
は
現
在
い..世
界
到
る
處
に
見
出
さ
れ
る
。
而
し
てこ
れ
等
の
場
合 

は
至
と
し
て
國
際
間
の
政
治
關
係
に
見
ら
れ
る
.
と
ど
ろ
で
あ^
が「

國
民
的
統1

--,

の
：完
成
き
れ
て
な
：い
國
に
あ
づ
.
：，て

は

、

國

內

諸

地

域 

,
間
に
泛
そ
戈
斯
か
名
關
係
が
見
出
さ
れ'る
。
ソ
事
變
以
前'の
；支
那
に
於
け
名
諸
地
域
間
.
の
關
係
め
如
き
；そ.れ
で.
あ
名
;'

<
>;̂
^

或
：ゆ
國C

諸
地
域
間
：

Q

斯
か
，多
政
治
關
係
は
、

”

經
濟
壤
象
の
分
布
'

^

係
は
煅
も
f

劣
固
定
性
を
有D
:、'1
'
®
.
つ

ぶ

た

經

濟

現

象

f

に
對
す
る
影¥

極
め
て
大
き
，い-'
°

植
民
地
：の
經
濟
が
全
面
的
に
本
國 

，に
依
，つ.
、
て
.
指

導

衾

れ

,"
本

國

の

利

益

に

從

&

--
3
せ

ら
れ

る

の

ー

.
は

普

通

^
見
ら
れ
る
；と£
^
で
あ.
：る
0,
更

；
に:±
衣

現

在

の

如

き

闕

際

的

對 

立

の

豸
3
た
時
代
杧
於^
て
は
、',
各
國
：が
擧
つ
て
國
防
カ
：の
充
實
を
は
.
か
つ.
て
居
る
事
|̂

が

、

國

防

資

源

め

開

發

，
そ

-'
'0
«

#

,

及

び 

曝

防8
業

容_

等

虼_

:
る

影

響

を

與

へ

ざ

：

|

银

な

パ

ご̂
 

V  
:

” 

：“
：••
■: 

ノ

r 

v.v
;-
:.
:,'-
:
'
/'.
:--
::

-

^

^

';
■
■:
■
■•■  
:•:
: :<. 

V 

-
 

人
^

ポ
諸
輝
の
集
圑
を
な
し
て
生
活
す
る

0;,
:人

間
、の‘生
活
は
集
圓
ぬ
依
つ
て
の
み
：可
：能
甘

^

り

、
：
，生

活

.
の..@ '
新

ぼ

集«.

に
^

つ

セ

の 

谷

そQ

rn
- t
さ

を^ ;
ず

とi

が

出

來

名

か
&

セ
：
あ

：
る

。
：：
從

つ

，
て

文

明

：
の
：
進

歩

：と
：

r
t f
複

：雛

多

岐

な

る

*

團
生
箝
と
が
並
行
す̂-Vo
:
避
# ' 

■.
'

^
た

社

會

に

於

け

赢

人

は、.^ •
づ.
家
應
の；.1 ;.
で
；ぁ̂

と
共
ゎ：>:
民

攀

人

柯

.
等0;
血

：族

蕩

團

：
の

一

.員

ザ

ぁ

り

げ

r

に
ざ
だ
市
町 

.
經
激
她
幽
學
比
於
け
：基
化
瓌
境
鹳
察
の
争
織

I

就
い
：て. 

八
ー
ニ-

t

六
f

ゾ



へ
村*
國
宇
等
の
地
域
的
集
_

:

、■

宗
敎•
階
級•

■

他
ぬ
於
げ.
る

麗
；s

胲
狀•
富

3

菜

的

黯

ず

べV

經
濟_

爆

蒙

篇

ず

る

も

洛‘
蒙

衆

ぞ̂
^

ヽ

性

の

議

ぎ

も

の
#

却

づ■

濟

現

象

諸
■

歎

奮

與

べI

、
总

.こ
れ
等
集
團
の
夫
々
に
特
有
な
條
銃

v

念

身

ぐ

集

鼉

篤

識
_

等
が
大
な
る
固
定
！

一

を
持

：つ
場
合
に
は
、
本
來
そ
れ
等
を
生
ぜ

し
め 

た
經
濟|

_

化
1

ら
ぅ
と
し
て
も
、
I

襲

固

定

性..
の
故.
に
I

た一

、地̂

H

住

む•

に

變

化

数

得*.

な
つ
た
習
性.を

持
'0
民

族

が

栘

住

し

來

た,0
'
‘た
場
合
の
如
：く
、
逆

に

そ

の

地

域

の

經

1
 

象

分

布

：に

相

違

奚

ぜ

し

め

I

f

 
f

得
I

斯

く

知

邊̂

ば
な
ら
：な
い0:.
但
し
集_

が
|

目

的

裏

行

す

：歪

に

於

い

て
0

:機
能
に
關
す
る
諸 

ば
經
濟
生
活•
政
治
生
活i

神
生
活
の
襄
断
は
：い
づ
れ

1

圓_

を
甚̂
^

馨

に
 
>
:

當
曾
諸
種
集
團
の
機
能
の
：方
茴
に
關
す
る
考
察
が
含
ま
れ
る

か
ら
玄

^

に
於
い
て
形
成
さ
れ
る
と
こ
ろ
の

 

>
:集
®

の
：形
狀
特
に
そ
の
大
き
さ
今
：集

團

資

の

.行
動
に

於
け
る
特

色

と

が雲

さ

れ

る
f

な
る®
,

:
-

'

'

：;
:

:

:

「

:

に
：:
.

:

し

：
.

•

'
■

'
.

へ'.

•

斯
か
る.
意
味m

於

い

て

の

集

團

生

活

に

關

す

る

議

雲

の

崖

I

I

は
，
恐f

民
族̂

|

の
：及
び
茆
5

凾

家
|

:

地
：域
的
_

團

生

活

顏

す
|

|

|

ぅ
。
_

及
^

持
ち
、
：
I

衣

食

篇

活I

い
て
炙.
.

鞏
固
な
る
習
性
を
持
？

居
る

P

そ
の
變
更
が
極
め
て
蠢
で
t

、
從

？

ま
た
民
族
意

_

の
根
强
い̂

と

は
.:
'
多
く.
の
國
'̂

に
於
が
で
所
謂
妒
數
民
族
問
題
ぞ
坐
.
ぜ.
し
め
で
&
り
ォ
植
民
地
に
於̂:
て
：は
±
人
0-
'

獨

立

運

動

を
 

坐
ぜ
^

め

て

：
居̂
:-
:
民
族
时
或
は
人
種
盼
偏
見
が
經
濟
的
利
害
關
係
と
結
び
0
く
場
八
ロ
に
比
、
爲
族
或
は
入
種
問
題
ぼ
—
1-
大
な
る
重 

要
性
を
持
つ0
^.
:.へ.
ば
米
國
勞
働
者
の
白.本
移
段
排
斥<0
;
*
き
卜
：<
衝
的.
侷
1
^
經

濟

的

利

害

關

係

と

結

び

づ

>
.
て

移

民

法

を

成

立

さ 

せ.
た.
。
ど.
の
反
對
ぬ
若
无
ひ
場
合ft.
ば
、
故
族
的
或
は
人.
種
的
意
識
が
-*
;

國
境
'を
越
：ぇ
：て̂

に

霞

す

る

馨

も

：权
丨#;
る
，
爾
燠
關
係
ぬ̂

)

セ.
も
日
支
關
係
に
龄
い.
て
?)
:

>

民

黯

或

殊
：に
猶
太
人
の
如
き
&

，#

國
に
分
散
居
住
ず
る
%:
:

の
：が
相
結
ん
で
>
 

同

民

族
,0

鄕
土
を
建
設
ず
.

る
蓮
動
钇
起
し
：て
居
り
，
旣
に
パ
レ 

ス
チ
：：ナ'に̂

多«

の
猶
太
人
が
歐
米
各
國
^

^

來
往
し=
て
、
そ
<7
)

齎
し
た
近
代
的
文
化
：に
依

0
;
.

て
.：同
地
域
に
急
激
な
變
化
を
齎
し
セ
居 

.

る
;0

す
べ
て
こ
れ
等
：の
瘍
合
に
於
い
で

、
' 

經
濟
現
象0

地
域
的
分
布
が
.

影
響
を
受
け
る
こ
と
は
袞
ふ
ま
で
も
な
い

o

就
冲
パ
レ
ス
チ
ナ 

o.

場
合
：の
如
：ぎ
£

:•
>

民

族

證

人.
種
0

分
布
醫
が
窠
要
な
環
境
要
素
を
成
す

.

と
：：と
を
殊^

明
：白
に.
汞
し
，て
房
る
タ
同
様
に
濠
洲

.

*1
1

奈 

陀
岭
米
國-
雰
如
く
近
代
に
至
つ
て
栘
民
に
依
妒
建
設
さ
れ
た
國
オ

H

就
い
て
も
、
：
そ
^

經
濟
現
象
の
分
布
H

i

つ
て
、
民
族
或
は
人 

種
の
分
布
狀
態
が
重
要
な
環
境

.

要
素
を
成
尤
等
ぁ
る
.？
入

 

' 

•
.

":-
次
^
諸
種
の
地
域
的
集
團̂

就

い

セ

ほ

、
：：
：：

* '
づ

察

の

大

參

さ

即

ち

：そ

.
れ

等

集

團

：に
1
^
名.
人

诌̂

げ.
ら
ル
腐
ば
象
ら
，ぬ
？
：證
^

市
町
村*
國
家>
等
0

大
小
の
；諸
糧
：地
域
に
於
け

.

る
人
ロ
分
布
狀
態
ば
:*

圭
と
：
^

て
电̂ 

の
如
何
亡
依
存
す
る
も
.

の
で'
ぁ
恙
が
、
溱
働
ヵ
及
汶
消
費
ヵ
ゼ
し

1

て
經
濟
規
象
.

に
直
接
的
な
關
聯
：を

雪
'̂

し

か

も

入

ロ
^:
勞

働

ヵ

及 

び
澈
費
九
ど
ね
關
保
ぼ
、

」

般
に
は
急
激
が
變
化
を
M

る
こ&

が
稀
れ̂

私
ら
で
：ぁ
吝0:
換
言_

れ
ば
：：
1

>
地
域
の
產
業
構
成
の
急
激
な 

:

經
濟
地.
幽
擧
ゆ
於

B
,

る.
文
北
環
撻
觀
察
の
‘

多
繪
き2

就̂

て.

'

、

：
.

:

.

八
五'

...

(

六
四
九)

1!



'
經
濟
地
现
春
ゅ
於
叹
备
文
ー
化
環
境
觀
察
0
#
續
き
：に
就</
>;
で

:

ベ
^

Qe
o
v 

旮
鐵
化
或
は
秘
锹
疆
期
的
進
步
が
.
坐
&
た
場
合-
或
は
ま
浼
戰
勝<
戰
敗
な
拄
に
依0
劣
坐
：活
標_

に
急
激
欢
變
化.
が

生

；
じ

た

場

_
合 

ぼ

乂

ゅ.
ぬ
さ.
し
た
る
變
化
が
な<

|
經
濟
現
象
ゆ
は
相
對
的
に
著
.
忍

#
化
爸
幾
じ
得
属
が
_

議

成
 

の
他
©
倐
仲
に.
著
3.
い

變

化

：
が

：
な

；
い

限

:1
)-.
.'
:»_

ニ
へ
の
勞
働
ヵ
消
費
カ
を

.
意
味
す
る.
：し

、
入̂
の

璿

減

倾̂

向
釤
要
が
春
做
し
得
る
：
0
、
而

し

：
て

產

業

構

成

•
技
爾•
生

屢

準
•
等
は
：ノ
事
實
上，'-̂
^̂
^̂

ロ'
と

麗

办

裔

費

カ

ど

の

：關
係
は

.

ま
づ
固
定
的
と
見
：て
ょ
い
。
し
か
も
人
ロ
の
分
布
そ
の
も
の
も
‘
ー
般
に
は
短
期
間
に
そ
れ
程
急
激 

な
！̂

見
|

と
：ゆ

を̂
:

ま
た
か
な
り
；の
«

化
&

ボ
す
場
合.
で
も
、
ー
單
な
る
動
播
で
は
な
し
把
增
減
傾
向
を
な
す
で

|

多
ぐ
/; 

或
I

I

豫
f

可
f

 
:

s

め
る'
タ

義

等l
:
s

に
：
f

束
^

な

環

靈

素

と
 J

 
で
*

软

は

れ̂

匕

と

亡

齡

る
'0
:::;:
::

,, 

.
一
 
V:

」

，.

“
一
絡
し
怎
，

f

國
內0

.

豪

域
I

、だ
し
：I

し
で
、：

一|

つ
の®

の
間
産

そ
' 證

議

成
•
技

術

差
I

準
#

1

も
I

異
0 

学

る

f

が
：I

.〒
產
業
繁
及
び
揉
術
は‘_
縴

濟

生

牌

證.
す
|

境»
素
と
1>-
^
^

や

拢

術

上

蒸

：

■

如
I

,'

そ
れ
：等
自
體
環
境
奥
素
と
し

J

.

取
S

義

を

持

つ

贫 

の
水
準
を
示
允
指
檩
と
眷
做
さ
衮
き
で
ぁ
专

.
1.

例
へ
：：ば
.

現
在
の
钇%;

は

聖

業

象̂

切.
に
感
ぜ
ら
れ
で
居
、
€
れ

は

繫
0 :
楚

業

別

：人

漏

成

及

び

勞

働

者

>:ー
腐0 .
.
拢

術

的

素

養

夂
 

た
現
鼽
^ .
ぁ
ゲ
が
、
然
レ
命
ら
齡
業
鞲
成
に
膂
ょ
技
：術
ぬ
：せ

.
ょ-
‘»本
容

痄

業

毁

配

置

ゃ

機

械

ェ

；
具

«>

■存
す
る
も
か
で
ぁ
り
、
：人
ロ
鬣
業
抓
構
敗
ゃ
拢
術
时
素
養
办
：水

繁

如

.

は
>

(

'

環
填
要
素
夂^

:
な
\>
>
-'
0:
:£

れ

、|

じ

：
て

：
ー
：

.
地
域
人..ロ
^

る

養

：
は
.
勞
歡
酬
の
藉
異
を
窗
す
圭
嬰
原'虜
一

づ
'で
ぁ
り
、
揭
つ
てそ
の

ラ
ー
國
心(0
'經
濟
^

-0
競
#
ヵ
を
决
免
す
る
重
耍
な
環
馮 

•
要
素
の.
1<>
ゼ
ぁ
：る.
ラ
生
活
標
準
に
於
け
，る
各
國
間
の
差
異
は
ぃ
生
と
^

セ̂

れ

等

她

：域

的

集

圑

：が

決

’々.
特
有
丧
潛
俗
*
慠
統
を
持
っ 

こ

と

か

ら

：坐
：じ

.
る
。"
殊
に
坐
活
檩
準¥
構
成
す
る
生
要
々
素
た.る
食
料
品
め
如
き
，
：

.
康

洋

と

：两

徉

諸

«
朋

に

棄̂

ー^

が
、
こ
の
相
違
は
容
易
に
除*さ
れ
な
，い
固
：定
性
を
持
，：つ
て
居
る
。
日
本
人
が
昔
か
ら
米
と
魚
肉
を
多
く
用
ひ
、
小
麥
や
獸
肉
を
余
り 

坩
ひ
^
つ̂
だ
の
は
、
至
と
し.て
：日
本
の
自
然
的
環
境
め
結
«-
で
ぁ
、る
が>
.西
洋
諸
^
の̂
接
^
や
扫
本
の
經
濟
的
發
展
從
つ
て
ま
た 

芘
本
國
民
の
生
活
標
準
が
浩
予
向
.上
し
た
，.に
ネ
拘
ら
ず
、
こ
の
習
性
は
極
め
弋
徐
^
に
し
.か
變

化

：し
尊
い
。
：
こ

.れ
铽
單
に
習
牲0
«
强 

ざ
0:
爲
め
ば
か
り
でな
く

、
へ
，そ
(7

>

變
化
を
g
w&
fe
-
.し.め
る
諸
興0
事
情
が
#
_す
ー
る
の
で
ぁ
-&
ぅ
が
、
孰
れ
に
せ
ょ
こ
ゎ
習
胜
が

| 

度
確
龙
啟
れ
た
で
と
が.、.主
耍
な
.要
因
で
：ぁ

る

と
琴
へ
ゃ
ぅ

6
而
し
て
斯
く0
加

;#
消
費
坐
活
止
め
習
性
は
？
他
の
意
昧
比
於

1
.て
も 

經
濟
現
.象
分
布
の
環
境
要
素
と
し
て
作
用
す
る
こ
と
も
疑
ひ
な
い

。
' 例
べ
ば
R
本
水
產
業
の
資
本
主
義
的
な
發
展
は

‘ H ：

本
人
の
魚
肉 

食
；
と
：
い
ふ
習
性
，
に
：俅

5
て
幾
か
れ
た
土
嘉
即
ち
杏
來
が
ら
.の
：水
產
業:<
%、
迸
代
的
技
術
と
大
賓
本
と
が
、
凉
料
逡
自
給
し
得
.る
輸
出
品 

に
泛
4
い
セ
^
ふ
白
本
(0
特
竦
事
.情
に
：依
.0
て
結
ガ
'つ
け
ら
れ
：た
結
果
だ
と
考
へ
ら
れ
：る

。
：
，-:
\.
-'
;
.;
:;

し
.：

，.'
■'•

地
域
的
集
團
が
持
づ
癖
色
は

’

右
に
擧
げ
衣
點
に
襴
す
る
飞
の
以
外
杧
も
ノ
環
境
要
素
と

^

て
作
用
す
る
ー
も
の
が
多
^

で
ぁ
ら
ぅ
。
：
 

例
べ
ば
：：
1

|

で
も
各
都
市
或
_

は
農
村
は
夫
.

々
若
序
の.特
色
:>
«

へ
て
居
0
、
そ
'

や
住
民
の
冇
動
に
も
著
し
：

5

相
違
.を
隹
ぜ
し
め
る場 

合
が
ぁ
る
。
ま
た
都
市
及

.

び
農
村
が
如
何
な
：る
配
合
狀
態
に
於
：い

て

「

地
域
に
分
布
す
る
か
も
：
そ
の
她
域
の
經
濟
現

'

象
に
影
響
を
：及 

墩
濟
地
理
學.
に
於
け
.
る
文
化
環
境
翱
察
の
手
績§
に
就
ぃ
‘て
.

ノ 

八

七
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六
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V

經
繋
地
：规
學
袅
け
る
文
化
奮
觀
察

攀

續

名

激

い

て 

V
 

、
:
 

f

f

な
れ
議
市
及
び
農
村
I

:

經
I

I

を

y

l

を
しI

露

I

塞

農

村

、

,セf
持
ち
，
'

後
者
の
鵪
合
に
は
覩
市
が
農
村
的
色
彩
を
帶
双
る
の
で
身
'遽

ま

た

國

民

笫

園

に

就

い

て

も

、

近
來
の
國
民

_

l

s

f

 
f

、M

圓

i

f

ち
P

I

靡

さ

れ
I

向
がt

然
し
2

地

域

的

籠i

r

f

、

S

 

I

げ
た
や
：ぅ
s

g

大
き
I

ノ

篕

讓

の
I

s

れ
I

費
生
活上
の

習

裳

あ
&
う
.
9:

へ

：,：：

：
：：.

'

' 

一
 

:
:

.

 
.

 

.
一 
-

 

, '.

A

族
的
集
圑
及
び
地
域
的
集
團
以
外
の

_

集
團
生
活S

す
る
事
實
も、_

要
素
た
り
得
る
I

は

例

へ 

ば
家
族
制
度
に
し
て
も
',

家
長
が
子
女
の
間
I

產
I

分
すI

習
，が
南
阿聯
邦

そ
の
I

現
存̂
^

齎.
し
て
居
る
裏
は
れ
る
が
如
き
：、
本

來

は

人

昌

度
I

知
れ
な
，い
が
、
瑰
在
で
は
そ
の
本
來
の
使
命
真
ひ
乍

t

未
■

存
輟
し一
て

居
る
の
で宏

”

■'

と

、
に
精
神
生f

 
f

 
g

、
以
上
に
述
べ
た
人
間

_

の

各
方
面

t

急

れ
f

屢

的
I

聯

鼻

た
I

行
は
れI

零

零

I

的
I

よ
t

l

l

f

中

公

す

る

|

で
レ 

る
0

：即
ち
宗
敎•
道

德

ま
•

霞

•

等
I

方
面I

活
が.
こ

含

学
^

f

 

1

1

I

I

I

I

I

I

,

.

.
岑

に

囊
•
道
德
t
科
學
A
奮
•
等
に
於
い
’

は
ノ
す
べ
て
の
豐
侗
等
か
の
身
體
的
活
動
を
伴
ふ
け
れ
ど
も
で
賴
神
的
活
動
を
中
心
と 

す
る
。
'
さ
れ
ば:?
:

そ
こ
；れ
等
諸
方
苘
の
生
活
は
、
必
ず
し
も
經
：濟
，
政
治

_
集
團
，
等
澈
方
两
の'座
活
と
直
接
的
關
聯
な
：く
し
て
行
は
れ
得 

.

令
の
で
あ
る
。：
.

^
れ
等
精
神
生
满
も
實
際
上
は
生
活
の
方
便
と
U
て
：行

は

れ

ぶ

場

合

^
多
い
が
、
：そ
れ
に
し
セ
も
猶
精
神
活
動
が
中
心 

と
尨
る
こ
と
が.
普
通
で
あ
1
ぅ
。
，
こ'れ
等

精

神

坐

活

：に

漱

^
て
人
間
が
主
と
：し
て.望
む
^
と
：ろ
：
は

夕

精

神

で
あ
り
的
休
息
で
あ
る

'0
'-
',
':
ニ

^
 

.

...

..
 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.
- 

• 

■ 

. 

.
 

/

然
h
乍
ら
宗
敎
：
•
道

德

麻

學&
1
•

等
^

、
根
本
的
に
は
や
ほ
り
.
經
濟
生.
活
K
依
つ
て
規
定
さ
れ
名
。
.亘
 

こ
れ
等
精
神
生
活
：が
方
姻
と
：

4

て
行
は
れ.
或

は

利

用

：さ

れ

：
る
：場

合

が

'#
^
:

從

つ

て̂

の
：限
：り
に
於
い
て
、
と

れ

等
:«
神
坐
活
は
經
濟*

放
治
の
結
果^

あ
つ
て-

因
で
な
い
尸
然
も
乍
ら
宗
敎

-

道
德̂

^

藝
術
-
等
が
ひ
务
れ
等
囔
規
定
し
た
經
濟
的
基
膽
ぬ 

:

後
で
，̂
存
續
1-
て
、
或

る

漫

：の
魔
性
を
持
つ
冷
ぅ
に
な
れ
ば
、
皂

^
場
合
^
は
逆
：に
輕
濟
汲
び
政
.骀
在
活
に
影
響
を
與

斯
く
し
て
若
干
の
精
神
坐
活
に
關
す
冬
事
實
は

'

環
境
要
素
と
な
る
0
 

ノ

:

べ
 

• 

斯
か
名.
意
味
に
於
い
て
最
4

重
要
な
：る
も
：の
^

、
猶

ら
--
<

淙
敎
で
あ
ぢ
ぅ
。
：象
^

 

' 

、
 

つ
：て'
居
'

:

1

$

他

の-

切
：の
愁
望
.

感
愦
：の#

用̂

全
-<

無
カ
：な
ら
し
め
.

る̂

^

 

靈

：濟
及
び
政
治
に
重
犬
な
：る
巌
響
充
與
：：へ
冬
や
ぅ

_

な
こ
と
：が
起
こ
：る
。

.

*

史
土̂:

の̂
^

支

那

農

村

杧

於

：い

そ

龛

地

：
が

夭

：な

名

面

.積

を

占

め

ャ

場

所

に

俅

つ

て

峰

 

：

れ
•.
農
村
のS

芝
を
I
tt
甚
し
が
ら
し
め
，

H

居

：る

が

，

そ
：れ

'に
し
、て$

字
軍
事
併
に)

比
4

•■經
濟
地
理^
に.
於
げ
る
文
化
環
境
觀
察
夂
竽
續
き
に
就
：い
て
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M
濟
地
理.
學
に
.於
げ
る
文
化
環
墙
觀
察
の
•.
手
f

に
就
い...C

} 

.  

.
 

‘ 

I 

女
一
系
戔
 

c

'C
P-

翁 
d

く̂
^
 
眾.
</

■
'

て

：

け

^

隐
_

:1
■
观

薩

―

に

霧
I

I

に
は.
、
差

_

は
f

 
^

I

 

灘

宗

敎
美
 
f

 
l

i

.

•

て
、

、I

S

S

I

■

敎

倉

對
l

i

f

l

l

、
：
印
度
人I

族

蓮

！

な
！

！

毀̂

 

I

I

地
域
をf

 
I

I
場
合
に.
は
、
宗
敎
上
のI

I
 

都
I

發

の

地

寨

輕
8

活
t

著
如
i

f

與

へ

老

で

あ

る

。

 

：
:
ン
':
f

g

'
、

：
•. 
. ：

 

• 

f
-
癌

.
.

び 

.

,'
■

へ

■,
.

•

.

:

‘ 

.

[■
"
",
!

通

ろ

1 ;

麻

.1

與

文
.

化
環—

は
社
會8

に

魯

藤

事

實

の

；中
：で
固
定

^

 

.
て
•

! 1
■

養

 _

 
分 
I

す

ベ
て.
謂

f

l

l

i

て
i

蒙

1

 

i

—

f
、
i

馨

が
、
右
に
述
べI

ろ

參

^
 

.

.す.
：
？

こ

の

遺

に

I

擻

擧

げ

るI

が
I

I,

然

し

乍

ら̂ 

ろ
S

く

i

l

l

l

 

層

 
f

 
i

讀

 
I

f

 
f

 

f

 爲
め|

 

一 f
 

l

l

i

に

’ 

，
• 

► 

:
•
• 

*
.
.
. 

■

,
.
.
I-
V

.

. 

- 

I
/'
* 

* 

.

於
い
て
如
何
に
比
較
さ
れ.る
か
を
調
べ
ね
ば
な
ら
ず
、
從
つ
て
ま
た
そ
れ
等
要
素
相
瓦
間
の
關
聯
も
明
か
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
上
述
し 

た
と
こ
ろ•
に
农
つ
て
、
こ
の
關
聯
を
明
か
に
し
ょ
ぅ
と
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
社

#
現
象
は
余
り
に
複
雜
多
岐
で
あ
つ
て
、
到
底
十
分
な 

る
分
析
の
如
き
筆
者
に
は
不
可
能
で
あ
る
。
唯
こ
、
で
W
び
强
調
し
て
置
き
：た
い
こ
.
と
は
、
經
濟
生
活
が
基
本
的
意
義
を
持
つ
こ
と
に 

就
い
て
^
あ
ら
ぅ
。
政
治
坐
活
に
於
け
る
.
要
素
中
最
も
主
要
な
國
境
の
如
き
は
、.;
結
局
一.
國
：の
武
力
及
び
經
濟
力
の
如
何
に依
つ
て
定 

ま
V
て
居
る
P
で
あ
る
。

古
代
に
於
い
て
技
術
が
未
だ
に
幼
稚
な
時
代
に
.
は
、
山
岳
•
河
川•
森
林•
砂
漠
•
等
の
如
き
地
理
學
者
の
所
謂 

自
然
的
填
界
が
主
要
部
分
を
占
め
：て
居
た
ら
し
い
。
而
し
て
^
^
力
の
：發
展
及
び
技
術
の
進
歩
と
.
共
に
、
次
第
に
所
謂
自
然
的
環
境
に 

拘
朿
さ
れ.
る
必
要
が
な
く
な
り*
經
濟
ヵ
及
び
武
ヵ
に
相
應
す
る
人
エ
的
境
界
が
定
め
ら
れ
：た
の
也

^
る
:0
;

英

國

ん

が

印

度

如

ら

ヒ

マ
 

一

tv

ャ.
3
越
ね
で_

蔵
べ
賢
ん
し
ぬ
居
を
こ
ぞ
か
ら
知
ら
作
る
や
ぅ
ぬ
、
*
#
の)

强
隱
が
持
众
經
澈
ヵ
及
び
枝
術
に
と
つ
て
は
、
自
然
的 

境
が
が
給.
ど
^
^
の
^
ぅ
に
見
^
石
。
、斯
<--
1>
で_

治
坐
活
に
■•
い
て
最
^
赛
本
的
妒
豫
義
衫
持
つ
事
寬
で
が
衣
と
己
ろ

§

國
境
も
、..
 

結
局
&_

坐
嘏
に
關
す
基
諸
要
素
に
權
つ
.
て
定
め.
ら
权
を.
の
ぜ
あ
る
ぅ
、
パ-'.

;
•■
'.
'.
:

\'
:
4
マ

.

•
ノ •  
. 

: 
.
"
 

わ
^ ,
團
也
蔽
に
就
い
で_

^:
基
本
的
私
事
實
で
ま
る
人
ロ
分
瓶
狀
態
や
民
族
特
有
の
習

_

、
，或
ぼ
$-
:
た

で

養

 ̂

り_

樣
忆
‘
歷

活

(7
):
:_
要
^ :
か
ら
：胁
定
さ
れ
、
：
..更
：
に

澈

神

生

洁
0
方
面
ゆ
就
い
そ
も
脉« ;
が
こ
ど
が
耷^
れ
得
を
;0
命
 

敕

薪

^
釦
謝
要
蒸#
梵
&
、#
本
©;
巢
積
氣
#
办
&

及
び
挨.
歡
迆
步
0
程.
度
に
現
作
务
經
濟
的
發
展
：の
永
準
は
最
も
基
本
的
な
意 

奮

■:
つ
ゼ
.啟

絮
-1.
:_

蟓
に
翁
る
諸
產_

分

瓶

の

：
肤

態

：
.
他

(2
)
地
^

境
ど.
■-
^̂,
依
0 .
定̂
ま
?>
;
と
1%,.
が
の'で
扣
み
？
ト
 

„
ン
：；

ペ
ン“

てへ
.
'::.V:-'
-
/
.
'
.
-
ぐ 

•
經
濟
她
理
辱̂
聆
ホ
る
文
化
環
境
觀
察
の
审
續
き
に
就
い
て

.
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海
湾
地
理
學
に
於
け
る
文
化
環
境
觀
察
の

手
m
§
に
就
い

て

力 j j 

、4
ヽ
£
^
ン

續

比

靈

要

性

は

、
右
i

相

涯

關
f

?

奢

る
I

時
に'

I

I

て
は
、
固̂

度
に
依
つ
て
定I

と
の
點
かI

I

I

い
i

境
要
素
は
、l

i

て

蒼

I

變

ィ

し

易

い

こ

為

明

尝

ぁ

り

、
從
つ
？Q

醫

性

は

比

較

的I
小
さ
い
美

は

ね

ば

な

忘

。

』

上
述
べI

I

議

諸

讓

を

、I

I

働
手
段•
勞
f

し
I

合
し
、

，
f

 

I

鑛

|

、
|

夂

自

f
も
の
の
みI
い
i
ベI
だ

ぎ
l
o

f
i

つ-
^

■

I l
y

I
し

写

？
.. 
t 

r 

■  
i  

て 
'ま
の
說
明
を
試
み|
^

湯

し

て

行

：つ
た
や
ぅ
な
分

I

、
現

蓉

どI

文
化i

i

し
I

E

i

 
k

 

t

.
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ふ
眧
籾±
1

1

年
四
1:
1
+'
:

四
日〕

：
_

,

日
本
の
資
木
生
義
は
そ
0.
後
進
的_
牲
格
か.
ら
、
先
づ
以
て
貨
幣
基
融
制
度
の
整
備
、交

通

機

關

の

移

植

か

，ら

初

め

ら

れ

た

.0
旣

に

周 

:

知

ぬ

如<
_

川
時
代
末
期
は
そ
0

生

產

ヵ

：の

發

展

の

結

果

と

1>
:

て
相
當?:
額
ぬ
資
本
が
蓄
積
さ
れ
、

-
:

階
級
の
分
化
も
奢
し
く
促
進
さ
れ

' 

.

て
は
ゐ
た
が
は
未
だ
そ
れ
自
ら
の
發
展
に
ょ
っ
て
封
建
社
會
を

-»

壞
に_

き
,\.
.»

新
し
象
社
會
の
建
設
に
乘
,»
)
:

出
し.
得
ぬ
ぅ
ち
*
先
進
資
本 

'

屯_

諸
國
の
來
航
を
見
た
。
而
.U

て
そ
の
來
濒
帝
國
主
義
ぬ
腋
迪
が
急
速
に
甘
本
封
翅
社
會
の
諸
矛
盾
を
表
，

(0
)

に
露«

さ
せ
、
そ
の|
 

:

と
混
亂-0
度
釔
遊1̂
ゃ
.1,

た
0
0'
'

本
に
あ0
:̂

ば
そ
«>.

敕
建
社
會̂

崩
壞
は
、
勿
論
そ
の
内
部
：̂

が
:̂

矛
盾
の
激
化I

充
分
考
慮
さ
る，

y

 

き
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
增
し
て
海
外
資
本
，

.
pH

義
ど.
の
接
觸
こ
そ
屘
接
的
原
因
を
形
成
す
る

0

:
か
く
て
急
激
な
る
崩
壞
ょ
丸
も
た
ら 

ざ
料
た
混
沌
.

た
る
狀
勢
の
.

ぅ
ち
に
明
治
新
政
府
は
成
立
し
た
。
然
も
依
然
、
外
國
資
本
主
義
の
®
視
下
に
成
長
せ
ぬ
ば
な
ら
な
か
っ
た 

0

ふ
事
衝
は
、
政
府
を
し
て
金
融
制
度
•
交
通
機
關
の
如
き
資
本
主
義
の
外
廓
的
盤

備
か
ら
手
を
染
め
しめ
、諸
產
業
の 

次
：々
；
^:

あ
た
；へ&.

れ
る
事
に
な
っ
た
。

.

.0

本
の
如
き
後
泄
資
本
’

ギ
；雜
國
に
と
.

っ
て
は
、
政
府
に
ょ
る
資
本
主
義
育
成

0

强
行
を
.か
く
始
め 

か
ら
必
要
と
す
る
。

.

從
っ
て
ぽ
本
の
.

如
き
國
の
潑
股
に
は
政
府
の
政
策

'0

變
§

が
特
に
注
目#
^

:

べ̂

で
あ
る
。
か
く
考
へ
ば
と
て
：、
そ

.
■•
翁

#
酞

の

沒

驚

因I  

A
H.
. 
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